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「山間地域の被災と支援について」 
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                准教授 松田曜子 

 

  本日発表する内容のタイトルに「山間地域」

と入れました。私が訪れた地域は、ネパール

では「山」ではなくて「丘」と呼ばれる地域

です。ネパールでいう「山」はヒマラヤの山

を指します。そういう意味では報告の表題も

「山間地域」よりも「中山間地」のほうがふ

さわしいかもしれません。おおむね人の集落

は点在しているものの、都市部からのアクセ

スは少し時間がかかるような地域を想像して

ください。本日はそういった中山間地域の被

災と支援についてお話ししたいと思います。 

  私自身はこの研究所に所属する以前の５年間、

災害のＮＰＯで国内の被災地支援を行ってお

りました。ボランティアの一員として被災地

に行ったり、たくさんいるボランティアをま

とめる役割として働いたり、あるいはボラン

ティア活動の中から学んだ教訓を生かして、

将来起こる災害から人の命やくらしを守るた

めの啓発活動を行ってきました。 

  今回、ネパールの被災地に入るに当たり、私

の関心の先にあったのも、「地域の助け合いの

ような、地元の人たちが行う支援」でした。

とかく発展途上国で災害が起こると、国連組

織や国際ＮＧＯがどのような支援をしたか、

あるいは彼らが直面する問題の報道がたくさ

んなされますが、そうした大規模な、かつ外

部から入る支援ではなくて小さな支援活動が、

どういう理由で、誰によって、どんなふうに

行われているのかに関心がありました。 

  今回訪問したのは、首都カトマンズから少し

南西に下がったところにあるパルンという小

さな町です。 

  ネパールの国土は東西が400～500キロ、南北

は230キロと短いです。北側には8,000メート

ル級のヒマラヤ山脈がそびえていて、こちら

はネパール語でも「山」です。私が訪れた

「丘」は標高2,000メートル程度です。 

  パルンの後は、ポカラというネパール第二の

都市も訪ねました。ポカラは、今回の地震の

震源であるゴルカにはカトマンズより近いで

すが、被害はほぼ受けませんでした。ただし

ポカラは観光都市なので、被災後、観光客が

激減するという問題に直面しています。 

 

 

 

 

  以上が日程です。この行程に沿って報告を進

めます。まず、カトマンズからパルンに向か

う道です。山腹に沿って小さい集落が張りつ

いていて、標高のかなり高いところまで、小

さな集落が点在しています。彼らは山腹のわ

ずかな土地を開墾し畑にして、今なら大根、

秋になるとジャガイモ、キャベツなどを作っ

ています。農作物はカトマンズや、一部イン

ドにも売って生計を立てています。また、集

落でヤギを飼い、ヤギ肉を食べて生活をして

います。 
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  この道中には、写真のように家が壊れている

風景を何度も目にしました。正確には誰が配

ったのかはわかりませんが、ＵＳＡＩＤやＵ

Ｋというロゴのシートが配られていました。

他には、かまぼこ型のトタン壁と天井を組み

合わせて仮設住宅ができるキットが配られて

いました。この仮設で生活をしている人もい

る一方、使わずにそのまま板が放置されてい

る場面も目にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

  なぜ私がこの調査をすることが可能になった

かをお話ししなくてはなりません。今回同行

したのは、ポカラ出身のスジャン・アディカ

リさんです。スジャンさんは現在大阪大学大

学院の博士課程で文化人類学を学ばれていて、

震災後、周囲の阪大の留学生たちと、kizuna 

Nepal（仮）という団体を立ち上げました。今

回は、彼らの思いを支援として伝える目的も

兼ねて行きました。 

 

 

  本日は、パルンでの話題を一つ、ポカラでの

話題を一つ提供します。 

  パルンは人口約5,000人の小都市です。近く

にあるダマンという景勝地ともに古くから栄

えていたそうです。今回、阪大の留学生グル

ープにパルン出身の方が１人いまして、その

方を通じて被害があると聞いていたため、訪

れることにしました。 

  パルンにはFaran Soch（ファラン・ソック）

という地元の若者有志による団体が震災前か
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らありました。団体名の英訳はDifferent 

Thinking for Changeと言います。「変化のた

めのさまざまな考え」と言ったところでしょ

うか。ここが、様々な慈善活動をしていて、

地震後にも活動を続けていたということでし

た。我々は、パルン到着後まず彼らに会いに

行き、大阪から持参した文具の配布について

打ち合わせをしました。 

 

 

 

 

  その後、彼らの通常時の活動について聞きま

した。その一つがコミュニティラジオでして、

彼らは地元のニュースを地域に伝える活動も

しています。ファラン・ソックのメンバーは、

カメラ屋さん、学校の先生――先生がいるこ

とで後々調査が充実してくるのですが――、

市役所職員、他にも様々な職業の方がいて、

おおむねみな30代くらいです。 

  震災後の支援について伺うと、特に貧しい被

災家庭に対する金銭的な支援、コミュニティ

ラジオのレポーターの活動に対する支援など、

独自の活動を行ってきたそうです。ただ、今

後の被災者支援について尋ねたところ、

Community Empowerment、農業支援などの言葉

にとどまり、具体的な内容までが引き出せま

せんでした。 

  私にとっては、ネパールの、ＮＧＯ関係者で

もない一般市民からEmpowermentのような言葉

を聞いたのが驚きでもありました。でも、こ

うした支援のいわゆる専門用語は、一般の若い

人にも既に浸透しているのだと痛感しました。 

  さて、先ほどの打ち合わせによって、二つの

小学校で学用品を配ることが決まりました。

文房具セットには、筆箱と、大阪でネパール

の留学生たちなどの支援者が詰めた文房具が

入っています。 

 

 

 

 

  一つ目の小学校では、校舎に被害はありませ

んでした。ただ、通っている生徒の中には被

災した子もいて、残った校舎の中で生活して

いる家族がいました。 
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  二つ目は、ファラン・ソックのメンバーが校

長先生を務めている小学校です。こちらも校

舎は残っていますが、同様に通っている生徒

の中には家が壊れた子もいるので、こうして

使っていない教室が９人の子供の仮設生活の

ために使われていました。この子達の親は山

の上の壊れた家に住んだまま、寝る場所のな

い子どもは学校で暮らし、親が食べ物を持っ

てきているということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これは被害認定が済んだ印で、子どもが暮ら

している校舎には「緑」、左側の写真は学校の

事務室ですが、「赤」の判定でした。本当は危

ないのですが、そのまま使われていました。 
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  さて、２箇所の小学校で配布が終わり、ファ

ラン・ソックのメンバーと休憩をしていまし

た。夕方の４時半ごろですが、ある女性の校

長先生が我々の休憩していた写真屋の前を通

りました。メンバーにも校長先生がいますが、

校長先生同士は地域の会合等で互いに顔見知

りだそうです。それでお話を伺うと、その女

性の校長先生の小学校は見る影もなく壊れて

しまっている、ということでした。我々が午

前中に物を配布した小学校は、まだ校舎が残

っていたので驚きました。校長先生のお誘い

で校舎を見に行くことになりました。 

 

 

  この写真のような山道の上に小学校があり、

生徒はここに２、３時間かけて毎日通ってい

ます。もちろん車も入れませんし、バイクで

も行くことができません。 

 

 

 

 

 

  １時間ほど歩いて小学校に到着しました。見

る影もないとはそのとおりで、後ろ側にある

教室は全て崩れており、手前の、かつて学校

の事務所だった場所には赤の認定が貼られて

いました。この写真では、手前の赤いＴシャ

ツの男性がスジャンさん、奥にいるのが女性

の校長先生です。 

 

 

  校舎に近づいてみると、もろくて芯材のない

コンクリートがぼろぼろと崩れ落ちている状
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態で、校長先生も、もしこれが休日でなかっ

たら生徒もろとも私も死んでいたに違いない

というお話をしてくださいました。 

 

 

 

 

  その後、夕暮れ時でしたが、校長先生のほか

に２名、保護者代表の生徒の父親が来てくれ

ました。後ろに見えているのは、今子供たち

が学んでいる仮設の校舎です。 

 

 

  聞いたお話をまとめると、まず、全く物がな

いということ。スポーツ用品や子供たちの文

房具など何もないということでした。午前中

の文房具がもう少し余っていればと少し悔や

みましたが、どうにもなりません。そして、

仮設の校舎のまま雨季を迎えることがとても

心配だということでした。学校の再建にあた

っては、今よりもアクセスが良い場所に建て

たい、また今の校舎の場所が昔水たまりのあ

った場所だそうで、それも不安だということ

でした。彼らは今、こうした話し合いを定期

的に持っている段階だということでした。そ

れから、「震災を期に、集落ごと、あるいは学

校をなくしてしまうような事態にはならない

か」という質問しました。答えは「それはな

い」というもので、なぜなら今も子どもは通

学に２、３時間かけていて、今の学校がなく

なればさらにアクセスが悪くなるから、と校

長先生からお話いただきました。 

 

 

  さて、ポカラの話に移ります。 

 

 

  この写真はポカラの全景です。秋には雲の後
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ろにヒマラヤの山々が見えるはずですが、今

はすっかり見えなくなってしまいました。下

に広がっているのがポカラで、湖を囲む風光

明媚なところです。 

 

 

  ポカラではDamside Youth Club（ＤＹＣ）と

いう団体の方々に会いました。Damsideはポカ

ラの地域の名前です。ＤＹＣは、地域の振興

活動やスポーツ活動を行っていて、サッカー

クラブからはかつてネパールの代表選手も出

たことがあるそうです。 

  ＤＹＣでは、我々を迎えて会を開いてくださ

いました。ポカラに近いカスキ郡でも、パル

ン周辺の集落と同じように被災しているとこ

ろもあり、支援物資を届けたりもしていたよ

うです。会長さんにこれまでの活動を伺いまし

た。 

 

 

  一つ目は、日本でいうところの「広域避難」

に当たるかもしれませんが、被災地からポカ

ラの病院に避難してきた人を支援したそうで

す。遠く離れて避難した家族に対する生活支

援を、地域の病院や他のクラブと組んで行い

ました。支援活動に対する資金は、この地域

出身で海外に住む人が結成している「支部」

から提供されています。ＤＹＣの場合、イギ

リスや東京に在住するDamside出身者が「支

部」を結成していて、そこから金銭援助を得

たとのことでした。 

  次に、被災者支援にあたり病院など地域の他

の団体とどのように連携したのかという質問

を投げかけました。答えは、「ポカラにいる人

は大体みんな知っているから、声かけたら協

力してもらえる」という至極当たり前の答え

でした。日本でもそうですが、外部支援者は

つてを探すのは大変ですが、地域の助け合い

は、知り合いを通じて行っていくものです。

そこはネパールも変わりません。 

 

 

 

 

  スライドは以上です。帰国して間もなく、詳

細の考察はできていませんが、これまでお示
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しした内容から少し感ずるところを申し述べ

ます。一つは小学校です。アクセス困難な集

落や学校に対する外部からの支援は一通り行

われています。先ほどの山上の小学校にも、

セーブ・ザ・チルドレンからブルーシートが

３枚は届いたということでした。ですから支

援は皆無ではありませんが、かといってその

後も継続的に入る支援者はどこもないという

ことでした。特に、学校再建の過程まで外部

者がともに歩むかというと、そのような存在も

見えませんでした。ただし今後はわかりません。 

  もう一点は、パルンにおいてファラン・ソッ

クの方々には「学用品はできるだけ困難な立

場にある子ども達に届けたい」と伝えていま

したが、なかなかその希望はかないませんで

した。あの、女性の校長先生がたまたま我々

の脇を通ったため、全てを失った学校に行き

着くことができました。恐らく様々な地元の

事情もあるものと思われます。地元の方に直

接届けたいとお願いをしても、より困難な人

にに適切につながるとは限らないことに改め

て気づかされました。海外支援に携わる方に

とっては基本的な話なのかもしれませんが、

個人的には強く実感した点です。 

  最後に、目立たない被災地の存在です。日本

に聞こえてくる被災地の情報は非常に限られ

ていて、カトマンズやラリトプルなどの大都

市、震源に近いゴルカやシンドパルチョーク

の情報に限られています。しかし、かなり離

れたポカラの周辺やパルンの周辺にも、家を

失った人は国の広範囲に点在していて、そう

いった地域への支援は手薄になっているのは

間違いありません。 

  我々が今回お話を聞いたのは、こうした目立

たない被災地を支援している地元の団体の

方々でした。もし今後、継続して日本から何

かできるとしたら、このような目立たない被

災地を支援する地元グループとの関わりをと

っかかりにするという手段もあるのではない

でしょうか。 

 

 


